
事	 業	 報	 告	

平成29年度	 公益社団法人さいたま観光国際協会事業報告書	

(平成29年4月1日から平成30年3月31日まで)	

	

1	 設立目的及び概況	

(1)設立目的	

	 	 	 さいたま市及びその周辺地域における観光、コンベンション事業及び国際交流、国際協力事業の振興

を図り、文化向上と、多文化共生の社会づくりを促進し、地域社会の発展とともに、国際化に資するこ

とを目的とする。	

(2)概況	

	 	 ①	 設立年月日	 	 平成3年4月6日(平成25年10月1日公益社団法人へ移行)	

	 	 ②	 基本財産	 	 	 2億2,020万円	

	 	 ③	 実施事業	

内外観光客及びコンベンションの誘致促進、開催支援並びに広報宣伝	

観光及びコンベンションに関する調査研究並びに情報の収集・提供	

観光及びコンベンション振興のためのイベント等の開催並びに観光・物産の開発・振興	

国際交流、国際協力に関する多文化共生事業	

国際交流センター、観光案内所その他関連施設等の管理及び運営	

その他この法人の目的を達成するために必要な事業	

	

2	 役員等の状況	

(1)役員等の人数(平成30年3月31日現在)	

	 	 	 会	 	 長	 	 	 1人	

	 	 	 副	会	長	 	 	 3人	

	 	 	 専務理事	 	 	 1人	

	 	 	 常務理事	 	 	 2人	

	 	 	 理	 	 事	 		 23人	

	 	 	 監	 	 事	 	 	 3人	

(2)理事・監事	

	 	 ①	 事業年度中の理事・監事の異動は、次のとおりである。	

異	 動	 年	 月	 日	 役	 	 職	 氏	 	 	 	 	 名	 異動事項	

平成29年6月20日	 理	 	 事	 井	 上	 政	 行	 任期満了	

平成29年6月20日	 理	 	 事	 貝	 沼	 	 	 勤	 任期満了	

平成29年6月20日	 理	 	 事	 金	 子	 	 	 康	 任期満了	

平成29年6月20日	 理	 	 事	 渋	 谷	 	 	 恒	 任期満了	

平成29年6月20日	 理	 	 事	 菅	 谷	 賢一郎	 任期満了	

平成29年6月20日	 理	 	 事	 守	 屋	 二	 郎	 任期満了	

平成29年6月20日	 理	 	 事	 天	 田	 	 	 裕	 就	 	 任	

平成29年6月20日	 理	 	 事	 大	 郷	 恒	 吉	 就	 	 任	

平成29年6月20日	 理	 	 事	 山	 﨑	 	 	 均	 就	 	 任	

平成29年6月20日	 理	 	 事	 吉	 沢	 浩	 之	 就	 	 任	

平成29年6月20日	 理	 	 事	 吉	 住	 俊	 幸	 就	 	 任	

平成29年6月20日	 理	 	 事	 蓬	 田	 	 	 潔	 就	 	 任	

	

	



	 	 ②	 平成30年3月31日現在の理事・監事は次のとおりである。	

役	 	 職	 氏	 	 	 名	 就任年月日	

会	 	 長 
（代表理事）	

清	 水	 志摩子	 平成25年6月24日	

副 会 長 
（代表理事）	

本	 田	 秋	 満	 平成25年6月24日	

副 会 長	 佐	 伯	 鋼	 兵	 平成26年6月27日	
副 会 長	 土	 井	 克	 馬	 平成28年6月20日	
専務理事	 阿	 部	 順	 平	 平成28年6月20日	
常務理事	 坂	 野	 豊	 樹	 平成27年6月23日	
常務理事	 吉	 住	 俊	 幸	 平成29年6月20日	
理	 	 事	 天	 田	 	 	 裕	 平成29年6月20日	
理	 	 事	 新	 井	 久	 夫	 平成28年6月20日	
理	 	 事	 泉	 名	 宣	 男	 平成26年6月27日	
理	 	 事	 岩	 渕	 	 	 均	 平成25年6月24日	
理	 	 事	 大信田	 尚	 樹	 平成26年6月27日	
理	 	 事	 金	 子	 義	 人	 平成26年6月27日	
理	 	 事	 久	 世	 晴	 雅	 平成25年6月24日	
理	 	 事	 國	 谷	 桂	 子	 平成25年6月24日	
理	 	 事	 大	 郷	 恒	 吉	 平成29年6月20日	
理	 	 事	 髙	 橋	 三	 男	 平成25年6月24日	
理	 	 事	 田	 中	 徹	 夫	 平成25年6月24日	
理	 	 事	 冨	 永	 庄	 蔵	 平成25年6月24日	
理	 	 事	 中牟田	 	 	 久	 平成27年6月23日	
理	 	 事	 中	 村	 隆	 志	 平成27年6月23日	
理	 	 事	 橋	 本	 和	 久	 平成25年6月24日	
理	 	 事	 濵	 野	 博	 美	 平成25年6月24日	
理	 	 事	 東⻆井	 真	 臣	 平成25年6月24日	
理	 	 事	 日	 野	 俊	 彦	 平成25年6月24日	
理	 	 事	 丸	 	 	 	 	 弘	 平成25年6月24日	
理	 	 事	 山	 口	 宏	 樹	 平成26年6月27日	
理	 	 事	 山	 﨑	 	 	 均	 平成29年6月20日	
理	 	 事	 吉	 沢	 浩	 之	 平成29年6月20日	
理	 	 事	 蓬	 田	 	 	 潔	 平成29年6月20日	
監	 	 事	 荒	 井	 伸	 夫	 平成25年6月24日	
監	 	 事	 井	 原	 	 	 實	 平成25年6月24日	
監	 	 事	 鈴	 木	 	 	 孝	 平成25年6月24日	

	

	

	

	

	

	

	

	



3	 会員数の状況	

種	 類	 前年度末	 当年度末	 増	 減	 備	 考	

	 正会員	
	 	 うち法人・団体会員	
	 	 	
	
	 	 うち個人会員	

										913	
(777)	

	
	

(136)	

										908	
(768)	

	
	

(140)	

(△5)	
(△9)	

	
	

(4)	

	
	 法人・団体	

入会26	 	
退会35	

	 個人	 	 	 	
入会17	
退会13	

	 賛助会員	 311	 	
	

311	 	 (0)	
	

入会76	
退会76	

	

4	 理事会及び総会の開催	

(1)理事会	

開催日時	 議決事項等	
平成29年5月30日 
（第1回理事会）	

（議題） 
議案第 1号	 平成 28年度	 事業報告について 
議案第 2号	 平成 28年度	 決算報告について 
議案第 3号	 平成 29年度補正予算について 
議案第 4号	 役員（理事・監事）の選任について 
議案第 5号	 規則の一部を改正する規則の制定について 
議案第 6号	 功労者表彰の選考について 
議案第 7号	 平成 29年度定時総会の開催及び日程について 

平成29年6月20日 
（第1回臨時理事会）	

（議題） 
議案第 8号	 正副会長、専務理事、常務理事の互選について 
議案第 9号	 顧問の選任について 

平成30年3月20日 
（第2回理事会）	

（報告事項） 
	 平成 29年度事業執行状況について 
	 諸規則の一部を改正する規則の制定に関する会長専決事項につ
いて 
（議題） 
議案第 10号	 平成 30年度事業計画について 
議案第 11号	 平成 30年度収支予算について 
議案第 12号	 スポーツコミッション事業の移管について 
議案第 13号	 諸規則の一部を改正する規則の制定について 

(2)総会	

開催日時	 議決事項等	

平成29年6月20日 
（第1回定時総会）	

（報告事項） 
	 平成 28年度事業報告 
（議題） 
議案第 1号	 平成 28年度決算報告 
議案第 2号	 規則の一部を改正する規則の制定について 
議案第 3号	 役員（理事・監事）の選任について 

	

5	 職員の状況	

平成30年3月31日現在の職員の状況は、次のとおりである。	

区	 分	
事務	

局長	

副参与・

センター長	
主幹	 主査	 主任	 主事	 契約・臨時	 合計	

事務総括	 1	 	 	 	 	 	 	 1	
総務担当	 	 	 (1)	 2	 1	 1	 1	 5	
観光事業担当	 	 	 1	 2	 3	 4	 1	 11	
コンベンション事業担
当	

	 	 	 2	 	 1	 	 3	

広報宣伝事業担当	 	 	 1	 1	 	 	 	 2	
スポーツコミッション
事業担当	

	 1	 	 2	 1	 	 	 4	

国際交流センター	 	 1	 	 1	 	 	 5	 7	
合	 	 計	 1	 2	 2	 10	 5	 6	 7	 33	

	 ※広報宣伝事業担当主幹は総務担当主幹の兼務	



	

6	 事業の実施状況等	

【公益目的事業】	

(1)観光等振興事業(公益目的事業1)	

■観光事業	

	 ①観光振興事業	

	 	 地域観光振興事業・団体等への助成・支援	

	 	 	 大正時代まつり・さいたま太鼓エキスパート・与野七福神めぐり・人形のまち岩槻まちかど雛めぐり・	

	 	 	 人形のまち岩槻流しびな等	

	 	 各種観光セールス、観光キャンペーン等への参加	

	 	 	 はこだてグルメサーカス(9月2日・3日)	

	 	 	 JR東日本・さいたま市・川越市合同観光PRキャラバン(1月12日［JR千葉駅］、1月20日・21日	

	 	 	 ［JR川越駅］、2月9日［JR横浜駅］）	

	 	 花の名所の維持管理	

	 	 観光ボランティア団体との連携	

	 ②推奨土産品認定事業	

	 推奨土産品の広報及び販売経路の拡充	

	 ③観光イベント事業	

	 	 岩槻城址公園桜まつり(4月1日・2日	 入込約17,000人)	

	 	 さくら草まつり(4月15日・16日	 入込約42,700人)	

	 	 大宮薪能(5月26日・27日	 入込約2,017人)	

	 	 植木草花市(6月30日	 入込約15,000人)	

	 	 人形のまち岩槻朝顔市(7月2日	 入込約5,000人)	

	 	 浦和まつり前夜祭(7月14日	 入込290人)	

	 	 与野夏祭り(7月15日・16日	 入込約160,000人)	

	 	 浦和まつり中山道会場	音楽パレード(7月16日	 入込約40,000人)	

	 	 浦和まつり中山道会場	浦和おどり(7月16日	 入込約70,000人)	

	 	 浦和まつり中山道会場	みこし渡御(7月23日	 入込約120,000人)	

	 	 さいたまるしぇinさいたまクリテリウム(11月3日・4日	 入込約60,000人)	

	 	 十日市(12月10日	 入込約300,000人)	

	 	 十二日まち(12月12日	 入込約130,000人)	

	 	 さいたまるしぇwithさいたマーチ(3月24日・25日	 入込約9,600人)	

	 ④観光に関する調査研究	

	 	 	 既存の観光事業の分析・検証	

	 	 	 地域観光情報の基礎データベースの整理、観光資源の調査	

	 	 	 さいたま市観光振興ビジョン実現に向けた協力	

	 ⑤事務局受託事業	

	 	 ばらまつり(5月20日・21日	 入込約160,000人)	

	 	 大宮夏まつり前夜祭(7月10日	 入込404人)	

	 	 さいたま市花火大会	大和田公園会場(7月30日	 入込約100,000人)	

	 	 西口夏まつり(7月31日	 入込約20,000人)	

	 	 スパークカーニバル(8月1日	 入込約180,000人)	

	 	 中山道まつり(8月1日・2日	 入込約240,000人)	

	 	 さいたま市花火大会	東浦和	大間木公園会場(8月11日	 入込約85,000人)	

	 	 	 さいたま市花火大会	岩槻文化公園会場(8月19日	 入込約25,000人)	

	



■コンベンション事業	

	 ①誘致支援事業	

	 コンベンション主催者へのセールス活動の推進	

	 日本政府観光局(JNTO)などからの国際会議情報や、各主催者団体のホームページ等により、開催地並	

	 びに役員名等の情報を分析し、本市開催の可能性が高い団体に対して、県内キーマンや団体本部を中	

	 心に誘致セールスを行った。	

	 観光マップ、コンベンションバッグ等の提供	

	 さいたま市Walkerを6件3,865部、タサいたまを4件、581部、観光マップを53件、25,095部、コンベン	

ションビニールバックを42件、23,579部、コンベンション不織布バッグを5件、2,181部提供し、本市	

開催のメリットをアピールした。	

	 インターネットによるコンベンション情報の発信	

支援メニューの充実を図るとともに案内をわかり易くし、主催者の利便性を高めた。	

	 コンベンション開催時における推奨土産品販売所の出店	

当協会直接の販売所設置は行っていないが、コンベンション会場への埼玉県物産観光協会による土産	

品販売所の設置や土産品のPRを行った。	

	 産業観光、アトラクション情報等の提供	

コンベンション参加者ガイドの提供	

「会議・コンベション参加者便利帖」を作成、39件、16,589部提供した。	

	 推奨コンベンション弁当・地ビールの周知	

支援パンフレット・HPや施設見学会等で主催者に周知を図った。	

	 会場・観光地等の写真貸出システムの拡充	

主催者が宣伝周知用に作成するポスター等への活用を促進した。	

	 会議・レセプション等のユニークな会場の発掘・拡充	

	 	 	 	 本市ならではのユニークベニューとして、式典や懇親会が行える会場のリーフレットを作成し、主	

	 	 	 	 催者に周知を図るとともに、会場施設（鉄道博物館・埼玉スタジアム２００２）との連携を行った。	

	 第8回世界盆栽大会の開催サポート（文化体験プログラム）	

	 その他コンサルティング	

	 ②IME出展事業	

	 	 国際MICEエキスポ「IME2018」への出展	

2月28日(水)京王プラザホテルにおいて、観光庁、日本政府観光局(JNTO)及び、日本コングレス・コ	

ンベンション・ビューロー(JCCB)主催の「第27回国際MICEエキスポ(IME2018)」へ市内コンベンショ	

ン施設の協力のもと出展し、さいたまブースに来場した主催者5団体に対し、本市への開催誘致	

を図った。(MICEバイヤー469名)	

	 ③施設見学会事業	

	 	 コンベンション施設見学会(年1回)の開催	

1月29日(月)、新規顧客の獲得を目的に、主催者・エージェント等を対象とした施設見学会(ソニック	

シティ・パレスホテル大宮・鉄道博物館・埼玉会館)を開催し、19団体41名の参加があった。その後、	

参加団体については通常セールス活動でフォローすることとしている。	

	 	 ソニックシティ施設内覧会(年1回)への協力	

	 7月24日(月)、ソニックシティ主催の施設内覧会へ職員を派遣し、支援内容の説明、観光スポットの	

	 案内等を行った。	

	 ④情報収集事業	

	 	 コンベンションデータ(顧客名簿・開催意向等)の管理及び更新	

分析調査及び誘致セールスで得た各種情報をデータベース化し、系統的セールス活動が行えるよう管	

理・更新を図っている。	

	



	 	 観光・コンベンション団体、関係機関との広域連携による情報収集	

JCCB、全国コンベンション運営事業者協議会の総会等及びJCCB主催のコンベンションビューロー部会、	

研修会等に参加し、他市ビューローや業界関係者との情報交換を行った。また、コンベンション推進	

団体による各種統計・アンケート調査等に対し随時協力した。	

	 ⑤経済波及効果調査事業	

	 	 コンベンション開催による経済波及効果調査の実施	

平成28年度における年間開催件数を調査し、コンベンション事業に対する行政及び民間の理解と協力	

を働きかけるため、年間経済波及効果報告書の基礎資料を作成した。	

	 個別コンベンション開催実績調査の実施	

本市で開催されたコンベンションの実施を計数的に把握するため、平成29年度に開催された個別のコ	

ンベンション(4件)における経済波及効果を調査した。	

	 ⑥コンベンション開催助成金制度の実施	

	 	 コンベンション開催助成金制度の実施	

本市における更なるコンベンション誘致及び開催の推進を図るため、「コンベンション開催助成金」	

として、15件9,612,000円を助成した。さらに、本市観光の魅力発信強化を図るため、「アフターコン	

ベンション開催助成金」として、3件500,000円を助成した。	

■広報宣伝事業	 	 	 	 	 	 	 	

	 ①広報宣伝活動	

	 観光プロモーション「タサいたま」（WEB、動画、フリーペーパー）の実施。	

	 テレビ、新聞・タウン誌、Web等の取材対応	

	 ご当地グルメや、ご当地キャラクターなどのＰＲ	

	 大宮盆栽ホームページの運営	

	 世界盆栽大会運営に関する協力	

大会登録者数	

内	 訳	 登録者数	

国内登録者数	 438	

海外登録者数	 777	

合	 計	 1,215	

	

大会登録者のうち海外登録者（777名）の国・地域別内訳	

国・地域名	 登録者数	 	 国・地域名	 登録者数	 	 国・地域名	 登録者数	

アメリカ	 145	 	 スイス	 12	 	 スウェーデン	 2	

インド	 90	 	 オランダ	 11	 	 コロンビア	 2	

オーストラリア	 82	 	 オーストリア	 10	 	 コスタリカ	 2	

台湾	 56	 	 イタリア	 10	 	 ウクライナ	 2	

ドイツ	 54	 	 ニュジーランド	 8	 	 ラトビア	 1	

イギリス	 31	 	 中国	 8	 	 マルタ	 1	

南アフリカ	 30	 	 ポーランド	 7	 	 ポルトガル	 1	

カナダ	 27	 	 チリ	 7	 	 ベネズエラ	 1	

メキシコ	 25	 	 インドネシア	 7	 	 パナマ	 1	

フランス	 24	 	 ブランジル	 6	 	 デンマーク	 1	

スペイン	 24	 	 ベトナム	 4	 	 エクアドル	 1	

マレーシア	 21	 	 シンガポール	 4	 	 イスラエル	 1	

ベルギー	 21	 	 フィリピン	 3	 	 海外在住日本人	 11	

韓国	 21	 	 スロバキア	 2	 	 	 	



	

来場者数	

	 日本の盆栽水石

至宝展（アリーナ）	

武蔵一宮	

氷川神社	

大宮盆栽	

美術館	

大宮盆栽村	

美術館付近	 芙蓉園付近	

来場者数	 45,513	 17,205	 12,350	 18,684	 7,235	

	 ②インターネットによるシティセールス	

	 ホームページ「web	S＠i’s(うぇぶさいず)」及びブログ「もぎたてさいたま情報」による国内外へ	

	 の誘致・ＰＲ	

	 ツイッター「@SaitamaTIB」やFacebookページなどソーシャルネットワークを活用した観光情報の発信	

■スポーツコミッション事業	 	

	 ①スポーツイベント誘致支援等事業	

	 スポーツイベント主催者への大会等誘致活動	

	 	 本市開催の可能性が高い各種スポーツ競技団体等に対して誘致セールスを行った。	

	 	 	 〈平成30年度開催予定大会数〉	 35大会	 ※平成30年3月31日現在	

	 スポーツイベント主催者への大会等運営支援	

開催会場の確保・調整、スポーツイベント開催助成金制度による財政支援、大会の広報・PR、各種資	

料・情報提供、飲食物販売所の設置、行政機関への調整等、各種運営支援を行った。	

	 インターネット及び各種広報媒体によるPR活動	

	 	 ホームページ（http://saitamasc.jp）によるさいたまスポーツコミッションの支援メニュー及び市内ス	

	 	 ポーツ施設等の情報発信を行うとともに、支援イベントの集客プロモーション活動を行った。	

	 	 各種プロモーション活動	

・スポーツアコードコンベンション2017	

	 日	 程：4月4日（火）〜6日（木）	

	 会	 場：デンマーク・オーフス市	 スカンジナビアセンター	

	 主	 催：スポーツアコードコンベンション実行委員会	

・スポルテック2017	 第4回スポーツイベントEXPO	

	 日	 程：7月25日（火）〜27日（木）	

	 会	 場：東京ビックサイト	

	 主	 催：スポルテック実行委員会	

	 共	 催：一般社団法人日本スポーツツーリズム推進機構	

・第27回台湾国際快楽健行（台湾国際ツーデーマーチ）	

	 日	 程：11月11日（土）・12日（日）	

	 会	 場：台湾・台北市	 桃源中学校	

	 主	 催：中華民国山岳協会	

・「I	LOVE	ニッポン」プロジェクト『Beautiful	NIPPON』	全国観光PRコーナー	

	 	 	 	 日	 程：2月 2日（金）〜8日（木）	

	 	 	 	 会	 場：東京スカイツリー	

	 メガ・スポーツイベントの事前合宿誘致活動	

	 	 多言語ホームページ（http://saitama-trainingcamp.jp）によるトレーニングキャンプ実施可能施設等の情	

	 	 報発信を行うとともに、海外の各種競技団体の施設見学等に立ち会った。	

	 スポーツイベントによる経済波及効果調査	

	 	 基礎調査収集として20大会にアンケート調査を行うとともに、平成28年度さいたまスポーツコミッ	

	 	 ションに係るスポーツイベント開催に伴う経済波及効果額を推計した。	

	 	 	 〈平成28年度経済効果推計額（平成28年4月〜平成29年3月）〉	 約65.8億円	

	

	



	 	 スポーツ関連情報収集活動	

	 	 	 スポーツツーリズムを推進する役割を担った全国的なネットワークを構築する一般社団法人日本ス	

	 	 	 ポーツツーリズム推進機構(JSTA)等に参画・連携を図り、各種スポーツイベント情報の収集及び情報	

	 	 	 交換を行った。	

	 ②スポーツイベント開催助成事業	

スポーツイベントの誘致及び開催の推進を図るため、スポーツイベント開催助成金交付制度を活用し、	

19件(総額12,300,000円)を助成した。	

	 ③ウオーキングイベント開催事業	

・第6回さいたマーチ	 〜見沼ツーデーウオーク〜	

日	 程：3月24日(土)・25日(日)	

会	 場：さいたま新都心から見沼田んぼ周辺	

コース：見沼田んぼ北ルート、南ルート／各30km、20km、15km、10km、5km	

主	 管：さいたマーチ実行委員会	

参加者：6,867人（大会役員・関係者含む）	

	 ④さいたまクリテリウム共催事業	

・J:COM	presents	2017 ツール・ド・フランスさいたまクリテリウム	

日	 程：11月4日(土)	

会	 場：さいたま新都心駅周辺	

内	 容：クリテリウムレース	 等	

主	 管：2017さいたまクリテリウム実行委員会	

来場者：約106,000人	

※公益財団法人JKA及びさいたまクリテリウム実行委員会補助金分の会場設営等業務を行った。	

	 ⑤スポーツイベント誘致に係るスポーツ施設運営事業	

大宮けんぽグラウンドSフィールド（野球場8面・テニスコート10面）の管理運営及びイベント利用の	

セールス活動（視察受入等）を行った。	

	 〈貸出実績（10月〜3月）〉	

	 	 野球場377件（15,080人）／テニスコート1,243件（12,430人）／合計1,620件（27,510人）	

■観光案内所運営事業	 	 	 	 	

	 ①観光案内所等の管理運営	

大宮駅観光案内所(JR大宮駅東西自由通路内)、さいたま新都心観光案内所(JRさいたま新都心駅東西自由

通路内)、浦和観光案内所(アトレ浦和内)、岩槻観光案内所（東武岩槻駅自由通路内）の運営。	

・観光案内業務	

・各種パンフレット配布業務	

・ビジット・ジャパン案内所のネットワークによる情報収集・発信	

	

(2)多文化共生、国際相互理解促進事業(公益目的事業2)	

■国際交流事業	 	 	 	 	 	 	 	

	 ①国際推進事業 
	 多言語生活相談 

英語、中国語、韓国・朝鮮語による生活相談や各種行政情報の翻訳を実施。 
相談日及び件数：中国語(毎週火曜日)	 9件、英語（毎週水曜日）4件、 
	 	 	 	 	 	 	 	 韓国・朝鮮語（毎週木曜日）3件 
	 	 	 	 	 	 	 	 簡易生活相談（毎週月曜日〜木曜日）23件 

	 ボランティア(通訳・翻訳、ホストファミリー、イベント)派遣事業 
市等の公的機関からの要請に基づき、通訳ボランティアの派遣、ホームステイ受入れ家庭の紹介及び 
国際交流イベント等へのイベントボランティアの募集と派遣を行った。 



ボランティア区分	 登録者数	 依頼数	

通訳・翻訳ボランティア	 560人	

(20言語	 延べ670人)	

通訳53人	

翻訳67人	

ホストファミリー	 294家庭	 78家庭	

イベントボランティア	 登録者実数728人	 584人	

	 外国人への日本語支援事業 
在住外国人のための日本語教室を毎週金曜日に国際交流センター(浦和コース)及び大宮区役所内(大	

宮コース)で開催。日本語習得の支援や行政・生活情報を提供した。	

	 	 参加者総数：5,330人(学習者2,491人、要保育児168人、スタッフ等2,671人)	

	 	 ○教室別内訳	

	 	 《浦和コース》4,112人(学習者1,939人、要保育児133人、スタッフ等2,040人)	

	 	 	 午前保育付コース	 1,578人(学習者544人、要保育児133人、スタッフ等901人)	

	 	 	 子どもコース	 1,133人(学習者631人、スタッフ等502人)	

	 	 	 夜一般コース	 1,401人(学習者764人、スタッフ等637人)	

	 《大宮コース：午前保育付コース》	

	 	 	 	 1,218人(学習者552人、要保育児35人、スタッフ等631人) 
	 外国人市民に向けた地域・生活情報の提供(多言語生活情報誌「ぷらら」の発行) 

外国人市民に向けた、地域・生活情報誌を5言語(日本語、英語、中国語、韓国・朝鮮語、スペイン語)	

で発行した。(56号：6月、57号：7月、58号：9月、59号：12月、60号：3月、計10,824部発行)	

	 国際友好フェア	

市民及び市内在住外国人等による各種展示・発表等を行い、国際交流や異文化理解の推進につとめた。	

	 日	 程：5月3日(祝)、4日(祝)		

	 会	 場：市民の森・見沼グリーンセンター	

	 参加団体：55団体(29の国と地域)	

	 	 来場者数：約65,000人		

	 外国人による日本語スピーチ大会 
在住外国人と市民の相互理解を深めるため、2月3日(土)に「未来の私へ伝えたい〜さいたまに来て、	

見て、感じて〜」をテーマに市内在住、在勤、在学の外国人による「日本語スピーチ大会」を開催し	

た。(会場：浦和コミュニティセンター多目的ホール、発表者：10人、来場者：180人)	

	 姉妹都市交流事業	

29年度はスポーツ少年団受入事業として、アメリカ合衆国リッチモンド市へ野球少年団とメキシコ合	

衆国トルーカ市へのサッカー少年団を受入れた。	

	 	 	 	 【サッカー少年団トルーカ市受入】	

	 	 	 	 	 日	 程：7月19日(水)〜27日(木)	

										人	 数：13人（サッカー団8人、役員5人）	

	 	 	 	 【野球少年団リッチモンド市受入】	

	 	 	 	 	 日	 程：8月4日(金)～12日(土)	

	 	 	 	 	 人	 数：34人(野球団23人、役員11人)	

	 	 	 市民訪問団派遣事業として、中華人民共和国鄭州市へ市民訪問団を派遣した。	

	 	 	 	 	 日	 程：11月13日(月)〜20日(月)	

										人	 数：10人	

	 国際ふれあいフェア	

さいたま市の姉妹・友好都市を中心に、各国の文化などを紹介し、異文化理解の推進を図った。	

	 日	 程：10月8日(日)	

	 会	 場：浦和駅東口駅前市民広場	

	 参加団体：18団体(17ヶ国)	



	 来場者数：約8,000人	

	 ②国際交流事業 
	 国際交流センター情報誌発行 

国際交流センター情報誌「IEC	News」を発行。国際交流センターの事業や各種国際交流関係の情報	

を提供した。(4回発行	 6月、9月、12月、3月	 各号2,500部発行)	

	 ボランティア養成講座 
29年度は2020年東京オリンピック・パラリンピックを見据え、より実践的な養成講座を２回行った。	

第1回「岩槻観光体験ツアー」（11月18日	 参加者45人）、第2回「医療通訳の基礎と一次救命処置（BLS）	

体験講習」(3月18日	 参加者35人)、また防災については、国際友好フェア会場における応急手当体	

験(5月3日、4日	 来場者264人)、さいたま市総合防災訓練参加(9月2日	 荒天のため中止)、国際ふれ	

あいフェア会場における応急手当体験(10月8日	 来場者135人)を実施した。	

	 ユース国際ボランティア養成 
国際交流や国際協力に興味のある学生を中心とした、ユース国際ボランティアメンバーによる養成事 
業として、ユース交流会を開催して日本人学生と留学生が自由に歓談して交流する場を設定した。 

	 次世代育成セミナー 
高校・大学生世代を対象に、日本の伝統・文化やさいたま市の魅力を理解するイベント等を通じて、	

さいたま市における青少年育成のための国際社会への意識の高揚を図るため、10月29日（日）別所沼	

公園にてセミナーの開催を予定したが、台風のため中止とした。	

	 日本語ボランティア養成講座 
市内の日本語ボランティア教室の活動支援を目的に、日本語ボランティア養成講座を開催。	

（入門編）	 日	 程：7月5日(水)〜7月28日(金)計8回	

	 	 	 	 	 	 	 	 会	 場：国際交流センター	 多目的室	

	 	 	 	 	 	 参加人数：各日28人	 スタッフ各日6人	

	(実践編)	 日	 程：土曜コース	12月2日〜12月16日計3回	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 水曜コース	12月6日〜12月20日計3回	

	 	 	 	 	 	 会	 場：国際交流センター	 多目的室	

	 	 	 	 	 	 参加人数：各日45人	 スタッフ延べ12名	

	 日本語国際センター研修生との交流 
日本語国際センターの研修生と会員との交流を通じ、研修生にさいたま市への親近感を深めることを	

目的として、国際交流基金日本語国際センターを会場に、交流会を10月17日(火)(参加者：146人)と2	

月8日(木)(参加者：141人)の2回実施した。 
	 国際交流サロン交流会(はじめましての会) 

市内に住み始めて間もない外国人市民を対象に地域住民との交流を目的として、4月15日(土)(参加	

者：91人)と10月21日(土)(参加者：87人)に浦和コミュニティセンターで2回開催した。	

	 国際交流サロン交流会(着付体験・交流会)	
日本文化体験として外国人市民を対象に着物の着付け体験会を1月7日(日)に氷川神社呉竹荘を会場	

に実施した。着物の種類や用途を学びつつ、日本文化に対する理解を深めると同時に地域住民と交流	

を図り国際交流を促進した。	(参加者:105人)		

	 ホームビジット 
ホストファミリーのホームステイ受入の準備体験と留学生の日本の家庭での生活体験を目的に、半日	

のホームステイとしてホームビジットを6月10日(土)(留学生29人)と、11月11日(土)(留学生22人)を	

実施した。	

	 異文化交流のための語学講座 
多言語を学ぶとともに、姉妹友好都市への理解を深めるために、前期2言語、後期3言語による講座を	

実施した。	

	 	 〈前期受講者数〉英語（入門）18人、フランス語（入門）18人、英語でおもてなし	18人	



	 	 〈後期受講者数〉英語（入門）18人、英語でおもてし	18人、中国語旅行会話講座	18人、	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ドイツ語（入門）16人 
	 サロン企画事業(ミニ講座・サロン展示・おしゃべりサロン) 

国際交流サロンスペース(ぷらっとサロン)を利用し、在住外国人に対する簡易生活相談や各種情報の	

提供と、サロンでの企画展示や文化紹介等のミニ講座などを実施。	

	 ●ミニ講座	 11回開催(参加者合計：584人)	

	 ●おしゃべりサロン(英語、韓国語、スペイン語、中国語、日本語、ロシア語	 参加者：1,669人)	

	 外国人市民への子育て支援 
	 	  市内在住外国人の子育て支援のため、小児科医による子育て中の健康管理の話や、和菓子作りや 
	 	  エコクラフトでの小物入れづくりを通して交流を行なった。年6回（5月、6月、7月、10月（台風の 
	 	  ため中止）、2月、3月（3日間）)に渡り開催。 
	 姉妹友好都市交流支援 

	姉妹友好都市事業チームによる、国際友好フェア・国際ふれあいフェアにての活動やスポーツ少年	

	団受入事業の支援の他、鄭州市市民訪問団に参加し、鄭州市市民訪問団の報告会を行なった。	

	 コムナーレ各施設との連携事業 
さいたま市市民活動サポートセンターフェスティバルの連携事業として、3月3日（土）ぷらっとサロ	

ンにて「Presentation	of	Art	～Spring	Music	Stream～	Musical	&	Opera」を開催した。様々な世	

界の音楽を通して、市民の国際交流への理解を深めた。（参加者数：243名）	

	 ③国際協力事業 
	 さいたま市国際NGOネットワーク等、国際協力団体との連携事業 

さいたま市国際NGOネットワークと共催で、2月25日(日)に「わくわく国際フェスタ」	

(会場：浦和コミュニティセンター)を開催。『出逢い、つながり、未来へ』をテーマに、様々な国々	

出身の外国人を迎えてそれぞれの出身国の生活などを紹介していただいた。その後、外国人とともに	

ディスカッションを行い更なる国際交流に対する理解を深めていただくことができた。	

(来場者数：80人)	

	

【収益事業等】	

(1)収益事業	

■物品販売事業	

	 ①観光グッズ等の販売による収益事業の推進	

グッズ売上	 471,136円	

	 ②その他、自主財源の確立に向けた取組	

	 観光案内所による推奨土産品、観光グッズ、委託物品の販売業務	

販売手数料収入	 432,838円	

(2)その他	

■その他事業	

	 ①情報収集事業	

	 観光コンベンション団体、関係機関との広域的連携による情報収集	

	 大都市観光協会連絡協議会（静岡市）へ参加し情報交換を行った。	

	 ②会員サービス事業	

	 会員相互の交流の場の提供及び会員名簿の作成	

新年賀詞交歓会を2月5日に開催した。（来賓15人、会員133人）	

	 ③経営基盤強化、効率的な組織運営に関する検討	

	 	 組織、事業の見直しについて検討した。	

	 ④安全衛生管理事業	

	 	 全職員を対象に産業医による衛生講話及び健康診断後に産業保健師による面談を実施した。	


